
 
 

 

  

炭素繊維が微生物を集めるメカニズムを解明 

炭素繊維の水浄化能力が科学的に立証された 

 名古屋大学工学研究科生物機能工学分野の堀克敏教授らは、炭素繊維が微

生物を集めて水を浄化するメカニズムを帝人との共同研究により解明した。

 炭素繊維には水中の微生物や汚泥を付着させ水を浄化する能力がある。こ

の能力は群馬高専の小島昭氏らによって 1994 年に発見され、日本各地の湖

沼や池、沿岸域などで実証されてきた。また、炭素繊維に付着した微生物な

どが水中生物の餌となるため、人工藻場としても機能することが示されてき

た。その様子はしばしばマスコミでも報道されてきた。しかし、炭素繊維に

微生物が付着するメカニズムはずっと不明であり、炭素繊維の水浄化能力は

科学的に立証されたものではなかった。堀教授らは、炭素繊維の表面電位と、

水中において炭素と微生物細胞の間に働く分子間力に由来する引力との二

つで、炭素繊維のこの特性を説明できることを示した。炭素繊維が超音波を

発し微生物を引き寄せるといった科学的には不可解な説明がされていた時

期もあったが、通常の界面科学的な理論で炭素繊維への微生物の付着が説明

できることが明らかとなった。窒素汚染の除去に働く硝化細菌の付着固定に

も効果があることが確認され、今後、特に廃水処理分野での炭素繊維の利用

の拡大が期待される。また、解明された理論に基づけば、炭素繊維と同等以

上の微生物付着能力をもつ繊維の設計も可能であり、安価で効果の高い水質

浄化用繊維の開発に期待がかかる。 

 なお本研究成果は、アメリカ化学会の専門誌｢Environmental Science & 

Technology｣のオンライン版で近く公開される。 
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